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最上のわざ

この世の最上のわざは何？

楽しい心で年をとり、

働きたいけれども休み、

しゃべりたいけれども黙り、

失望しそうなときに希望し、

従順に、平静に、おのれの十字架をになう―。

若者が元気いっぱいで神の道をあゆみのを見ても、ねたまず、

人のために働くよりも、謙虚に人の世話になり、

弱って、もはや人のために役だたずとも、親切で柔和であること―。

老いの重荷は神の賜物。

古びた心に、これで最後のみがきをかける。まことのふるさとへ行くために―。

おのれをこの世につなぐくさりを少しずつはずしていくのは、真にえらい仕事―。

こうして何もできなくなれば、それを謙遜に承諾するのだ。

神は最後にいちばんよい仕事を残してくださる。それは祈りだ―。

手は何もできない。けれども最後まで合掌できる。

愛するすべての人のうえに、神の恵みを求めるために―。

すべてをなし終えたら、臨終の床に神の声をきくだろう。

「来よ、わが友よ、われなんじを見捨てじ」と―｡
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（１）完販「わたしの幸せ、あなたの幸せ」

私が最初に出版した本は、賃金体系に関

するものでしたが、評価に苦悩していると

きに出会った心理学「交流分析―（ＴＡと

いう）」にのめりこみ、岡野嘉宏先生（故人）

の指導を受け、教科書的に書き上げたのが

「わたしの幸せ、あなたの幸せ」でした。

ちょうど 50 歳で日本創造教育研究所に

お世話になっている時でした。改訂を重ね、

1999 年に新版とした本が、今月完販いたし

ました。実に 20 年近く細く長く売れ続けて

きました。

文字の一杯詰った本で、時代に沿ったも

のではありませんでしたが、地下深いとこ

ろで、浸み出る水のように続いてきたこと

に誇りを感じています。

この本を講座のテキストとして用いてく

ださっている蔦谷文宏様から、１月終りに

50 冊の注文をいただきました。在庫を調べ

てもらったら、66 冊あるということでした

ので、注文にはお答えすることができたの

ですが、私は蔦谷さんにメールを送り、最

後の注文を 30 冊にしていただくようにお

願いしました。30 冊位は手元に記念に残し

ておきたかったのです。発送した翌日、鳥

取の㈱ランドサイエンスの会長さん遠藤道

紀氏から「わたしの幸せ、あなたの幸せ」

を 30 冊送ってほしいとの連絡を受けまし

た。「えっー、そんなことってあるの」と驚

きの一言、そして絶句しました。お断りす

ることができない位に、お世話になってい

る方からの注文です。嬉しさと手離す寂し

さを同時に感じながら、お電話を申し上げ、

実情を話し、20 冊送らせていただくことに

しました。かくて、今、私の手元に 13 冊残

っています。２刷の予定はしておりません。

飛ぶように売れる商業ベースに乗るもので

はありません。出版先にも迷惑をかけるこ

とはできません。幸せに終焉を喜んでいま

す。

しかし、不思議なことなのです。この本

の題名にふさわしく、幸せの種をたくさん

蒔いてきました。その終りが、あっという

間に喜びを持っておとずれたこと。今年に

入って私には良いことがたくさん続いてい

ます。種が実り、幸せに満ちた人生の節目

です。神の恵み（気運とでもいえるのでし

ょうか）の時、問題解決能力が正しい方向

に発揮されていることを実感しています。

第一線は退いていますが、判断力は現役時

代の比ではない程に冴えています。そんな

状況の中で、一つの有難き終りに感謝をし

ています。

（２）目標に向って大切な中間管理

2月7日(日)初めて社会保険労務士の国家

試験を目指す人々の集まりに参加してきま

した。一番の年長であったことは間違いあ

りませんが、以外に年輩者が多いのに驚き

ました。私のように趣味的にチャレンジし

ている人が多いのでしょうか？ともかく資

格をとりたい若い人と机を並べて、極めて

美しい講師の話を 2 時間半にわたって聞か

せていただきました。

久しぶりに「いい講師だった」内容もよ

かったのでしょうが、目を輝かせていた自

分がそこに在ったことは自覚できました。

試験日が 8 月 22 日(日)らしいということ

で、これも私には有難いメッセージ、私は

29 日(日)と予想して、8 月末に詰っている

スケジュールをどうこなせるか杞憂してい

たところへの救いの知らせでした。

さて、チャレンジを決意したこの国家試

験は 10 科目という広い幅、暗記することが

多い、それなりの深さも要求されるという

内容で、合格率は 7％ということ、何を言

われても驚いている暇はない、とにかくイ

ンプットを早く完了せねばならない。社労

士試験界でインプットとは、10 科目の知識

を頭に入れること（知識の定着）、アウトプ
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ットとは過去問にあたり、知識の表現をす

るということらしい。「インプットされた以

上のものはアウトプットされない」この法

則をしみじみと感じているところです。

知識の定着は年を重ねるほどに難しくな

る。新しい情報は入ってきても波にのまれ

る砂の如くに流されてしまう。流水に文字

を書くような根気が必要である。ある根気

の領域を乗り超えると少しずつ文字が見え

てくる、だんだんに鮮明になっていく、そ

れが楽しいのです。

受けている通信教育には、1 科目終わる

ごとに添削問題があり、それを提出するこ

とによって、現在の理解度を知ることがで

きる。すでに７回を終えていますが、一度

も百点が取れていない。これはかなりショ

ックなことで、何とか百点をとろうと工夫

するのですが、戻ってきた封筒を開けると

きはドキドキする。今度こそは満点だろう

と思って封筒にハサミを入れる、取り出す。

“ガーン―なぜ百点でないのか。”ショック、

そして今度こそは百点をとるぞと気を取り

直して勉強をはじめる。10 代の少年のよう

なことを、今もくり返している自分が偉い

と思う。ちなみに７回の平均点は 91 点、理

想と現実の差を痛いほどかみしめている毎

日です。

朝から晩までここに集中しているわけで

はなく、仕事も、行政への奉仕もしなけれ

ばなりません。12月から１月の 2ヶ月間は、

賃金専門委員会の長を務め、賃金ダウンと

大幅な人員減を内容とする提言をまとめま

した。それに要した時間と神経は並々なら

ぬものでした。今も心の傷を感じながら、

毎月 2 回、行政の監査の仕事をしています。

日本も世界もどんどん厳しい方向（平和

でない方向）に進んでいます。苦しむ人が

増え続けています。そんな時にあって、私

は今年は人生で最高の年になると予感して

います。毎日が有難くて感謝一杯の日々で

す。60 代前半の苦悩の時代が偽のように思

われます。心に掛かるものがなく、どんな

話題にも集中できる心の状態にあることの

幸せをかみしめて、明日は何が起きるか判

らない、何が起きてもかまわない「覚悟と

感謝」が今年の私のキーワードです。

小原 靖夫


